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Ⅰ 研究目的

文部科学省によると子どもの体力・運動能力は，昭
和60年ごろから現在まで15年以上にわたり低下傾向
が続いている．同省はこの問題に対し「幼児期運動指
針策定委員会」を設け，平成19年から21年にかけて「体
力向上の基礎を培うための幼児期における実践活動の
在り方に関する調査研究」（以後「調査研究」とする）
を実施し，平成24年に幼児期運動指針を提示した11）．
この調査研究では従来の「体力・運動能力テスト」

にはない，基本的な動きの質的評価の数量化が報告さ
れている（文部科学省，2011）12）．近年，この調査研
究の他にも，幼児期の基本的な動きについて質的評価
を数量化した研究が増えている．しかし，質的評価を
する際の最大の課題は評価者の技能である．それを有
さない評価者が実施すると，評価結果の妥当性が損な
われることは自明である．そのため，質的評価は運動
指導の経験を持つ専門家（以後「熟練者」，また，「熟
練者」でない者を「非熟練者」とする）によるものと
限定されている． なお，熟練者とは，日本体操協会
公認1種審判資格を有し25年にわたって体操競技にお

ける運動技能の評価を行うとともに，同期間，教員養
成教育にも関わり学校教育における器械運動や体操の
運動技能の評価も行った者である．
本来，従来の「体力・運動能力テスト」がそうであっ

たように，基本的な動きの質的評価についても，熟練
者ではない非熟練者である教員や保育士が教育現場で
実施することが望ましい．そうすれば，教育現場での
活用の幅が広がることはもちろん，評価データが集積
され，ひいては幼児期の基本的な動きに係る改善課題
や指導方法などを講じることも期待される．すなわち，
幼児期の基本的な動きの改善のために，その質的評価
を適切に評価できる人材を育成することが必要なので
ある．
しかしながら，非熟練者が幼児期の基本的な動きの
質的評価を実施することは容易ではない．そこで本研
究では，幼児期の基本的な動きの質的評価を適切に実
施できる人材の育成方法を講じることを最終的な目的
とし，その前段として，非熟練者が評価を実施するに
あたっての課題を明らかにする．特に，質的評価の実
施にあたって，その実施方法に関する説明の理解不足
に着目する．すなわち，基本的な動きの質的評価を実
施するにあたってなされる説明について非熟練者の中
で理解不足が生じている事項を明らかにする． 

＜実践研究（査読あり）＞

児童の基本的な動きの質的評価
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＜研究論文＞　児童の基本的な動きの質的評価　－非熟練者による評価の課題－

Ⅱ 研究方法

１）被験者（以後「非熟練評価者」とする）
 非熟練評価者は，スポーツ経験はあるが運動指導経
験の無い，もしくは浅い女子体育大学生8名とした．

２）評価対象　
 評価対象は小学6年生1名4年生1名2年生2名の児
童4名の映像とした．なお，映像はAmemiya，
Suzuki，and Sato（2018）によって開発されたIT
サポートツールとなっている（図１）．このツール
の特徴は，運動動作が種目毎に，繰り返し再生でき
ること，映像を見ながら同じ画面で評価結果を入力
できること（何回でも修正可），および持ち運びが
可能なことである．このツールの利用により評価者
の負担は軽減し，効率的に作業を行うことができる．

３）基本的な動きの評価方法
 基本的な動きの評価方法にはThe Test of Gross 
Motor Development - 3nd edition（以後 TGMD-3）
（Ulrich,2013）を使用した13）．TGMD-3は欧米諸
国で子ども（3 ～ 10歳）の運動発達を支援するた
めのアセスメントツールとされ，そのデータ量も豊
富である．また，文部科学省による調査研究項目に
もTGMD-3に類似したテスト項目が多く存在する．
TGMD-3の評価項目は用具を使用しない移動系6種
目，（走る，ギャロップ，片足跳び，スキップ，立
ち幅跳び，スライド），用具を使用する操作系7種
目（ティーボールバッティング，ワンバウンド片手
打ち，ドリブル，捕球，キック，上手投げ，下手投
げ），計13種目の基本的運動スキル別に構成されて
いる．
 何よりも，TGMD-3の評価方法は，各種目2回の実
施を，3～ 5の判定基準について，「できる（1点）」
と「できない（0点）」で判定し，合計100点満点と
なるシンプルなものである．非熟練評価者にとって
も容易な評価方法であり，「非熟練者が評価を実施
するにあたっての課題を明らかにする」という本研

究の趣旨に適していると判断した．
４）分析方法
 前記のように，本研究では，幼児期の基本的な動き
の評価にあたっての非熟練評価者に見られる課題に
ついて，「評価方法を説明した際に理解不足が生じ
る事項」に着目する．なお，「熟練者と非熟練評価
者の差」を「課題」そのものととらえる．
①「評価方法の説明」について
　 　まず，「評価方法に関する説明」は，熟練者に
より，種目と判定基準毎に，動きの「全体印象」
と「部分」の二つに分けて行った．非熟練評価者
の負担を軽減することを配慮し時間を30分間と
設定した．また，非熟練評価者の作業時間は評価
対象児童4名分で50～70分間，平均60分間であっ
た．
②「評価方法の説明理解の不足」について
　 　本研究では，「評価方法の説明理解の不足」を「熟
練者と非熟練評価者の差」でとらえる．なお，前
記のように，TGMD-3の評価方法は非熟練評価者
にも実施そのものは容易である．したがって，評
価に差があれば，その原因を「評価方法の説明が
理解できていないため（説明理解に不足がある）」
と推察できる．もちろん，評価に差がなければ，「評
価方法の説明が理解できている」と推察できる．
　 　そこで，まず，熟練者が評価対象児童4名に対
して評価したTGMD-3値（表1）を「正解」とした．
そして，これを基準に，非熟練評価者8名（A，B，
C，D，E，F，G，H）が行った評価値を比較した．
　 　比較の方法については，以下である．前記のよ
うに，TGMD-3の評価方法は，各種目2回の実施
を，3～ 5の判定基準について，「できる（1点）」
と「できない（0点）」で判定するものである．
そこで，まず，各判定基準について「正解率」を
算出した．すなわち，「2回とも，熟練者の評価
と一致すれば『正解率は100％』」，「1回だけ，熟
練者の評価と一致すれば『正解率は50％』」，「2
回とも，熟練者の評価と一致しなければ『正解率
は0％』」となる．その上で，各種目に判定基準
が3～ 5であることから，正解率の平均を算出し，
「種目毎の正解率」や「判定基準毎の正解率」を
算出した．

Ⅲ 結果と考察
１ 熟練者の評価

まず始めに，評価対象となった4名の児童の基本的
な動きの実態について報告しておく．本結果は，研究
主題である「熟練者と非熟練評価者の差」を検討する
際の基準となる「熟練者の評価」である．
熟練者の値から見る各対象の特徴は，対象Aは移
動系値，操作系値がともに低く，総合得点（以後
「TGMD値」とする）は47である．また，対象B，対
象C，対象Dについては，移動系値の差は見られない．

図１　ITサポートツール
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佐藤 麻衣子　ほか

種目 判定基準
対象A 対象B 対象C 対象D

１回 ２回 得点 １回 ２回 得点 １回 ２回 得点 １回 ２回 得点

走る

１　腕と足が反対にスウイングし、両肘は屈曲する 0 0 1 1 1 1 0 0
２　短い間両足が地面から離れる 1 1 1 1 1 1 1 1
３　つま先かかとから着地する 0 0 1 1 1 1 1 1
４　後ろ脚が臀部に着くように９０℃程度屈曲する 1 1 1 1 1 1 1 1

4 8 8 6

ギャロップ

１　踏み切った時に腕が曲がり腰の位置まで振り上がる 0 0 1 0 0 0 0 0
２　後ろの足を前足の近くに運んで前にステップする 0 0 1 1 0 0 0 0
３　短い間両足が地面から離れる 0 0 1 1 0 0 0 0
４　４回続けてリズミカルにギャロップする 0 0 1 1 0 0 0 0

0 7 0 0

片足跳び

１　空中足が振り子のように弾みをつけている 1 1 1 0 1 0 1 1
２　空中足が跳躍している足の後方にある 1 1 1 0 1 1 1 1
３　腕を曲げてスウィングし、弾みをつけている 1 1 0 0 1 0 0 0
４　利き足で４回連続する 1 1 0 0 1 1 1 1

8 2 6 6

スキップ
１　蹴った足と同じ足で前に跳ぶ 1 0 1 1 1 1 1 1
２　足と反対側の腕を曲げ弾みをつける 0 0 0 0 0 0 1 1
３　４回続けてリズミカルにスキップする 0 0 1 1 1 1 1 1

1 4 4 6

立ち幅跳び

１　準備動作で両膝を曲げ、身体の後ろに腕を伸ばす 1 0 1 1 1 1 1 1
２　両腕を、下から頭の上に勢いよく振り上げる 1 0 1 1 1 1 1 0
３　両足で踏み切り両足で着地する 1 0 1 0 1 1 1 1
４　着地時腕を振り下ろす 1 0 0 0 0 0 1 0

4 5 6 6

スライド

1　体をターンさせライン上に横向きになる 1 1 1 1 1 1 1 1
２　進行方向の足に次の足を揃えながらに跳ぶ 1 1 1 1 1 1 1 1
３　右に4回以上続けてスライドする 0 0 1 0 1 1 1 1
４　左に4回以上続けてスライドする 1 1 1 0 1 1 0 1

6 6 8 7
移動系合計 23 32 32 31

ティーボール　
　バッティング

１　利き腕が上になるようにバッドを握る 1 1 1 1 1 1 1 1
２　ティーに対して足を平行に開いて立つ 0 0 0 0 1 1 0 1
３　スウィング中、肩と腰が回転する 0 0 0 0 1 1 1 1
４　利き足と反対の足をボールの方に踏み出す 0 0 0 0 1 1 1 1
５　ボールを真っ直ぐ前に打つ 0 0 0 0 1 1 1 1

2 2 10 9

ワンバウンド　
　　片手打ち

１　ボールがワンバウンドしている時にバックスウィングする 0 0 1 1 1 1 1 1
２　利き足と反対の足をボールの方へ踏み出す 0 0 1 0 1 1 1 1
３　壁に向かってボールを打つ 0 1 0 0 1 1 1 1
４　ラケットを振り切る 1 0 1 0 1 1 1 1

2 4 8 8

ドリブル
１　腰の位置で片手でボールに触る 1 1 1 1 1 1 0 1
２　指でボールを押す（叩かない） 1 1 1 1 0 0 0 0
３　足を動かさないで4回続けてバウンドする 0 0 0 0 1 1 1 0

4 4 4 2

捕球
１　体の前で手を広げ、肘を曲げて準備する 1 1 1 1 1 1 1 1
２　ボールに対し両腕を伸ばす 1 1 1 1 1 1 1 1
３　体に触れず両手でキャッチする 1 1 1 1 1 1 1 1

6 6 6 6

キック

１　ボールに素早く近づく 0 0 1 0 1 1 1 1
２　歩幅を調整する 1 1 1 1 1 1 1 1
３　軸足をボールの近くに置く 1 1 1 1 1 1 1 1
４　つま先ではなく、甲でボールを蹴る 0 0 1 0 0 0 0 0

4 6 6 6

上手投げ

１　投げる前にワインドアップする 1 1 1 1 1 1 1 1
２　壁に向くまで、肩と腰を回転させる 0 0 1 1 1 1 1 1
３　投げた手と反対の足を、壁に向かって踏み出す 0 0 1 1 1 1 1 1
４　利き腕と反対側に体を捻る 0 0 1 1 1 1 1 1

2 1 8 1 8 1 8

下手投げ

１　体の後ろから利き腕を振り下ろす 1 1 1 1 1 1 1 1
２　投げる手と反対の足で前に踏み込む 0 0 0 1 1 1 1 1
３　投げたボールがバウンドしないで壁に当る 0 1 0 1 1 1 1 1
４　胸の位置まで腕をフォローする 0 1 0 1 1 0 1 1

4 5 7 8
操作系合計 24 35 49 47
TGMG 47 67 81 78

注）TGMD-3の評価基準の邦訳は、研究チームで検討中である。本表では、その簡略版を用いた。

表１．熟練者得点
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＜研究論文＞　児童の基本的な動きの質的評価　－非熟練者による評価の課題－

しかし，操作系値により，TGMD値は，対象Bが67，
対象Cが81，対象Dが78，となっている．

２ 熟練者の評価と非熟練評価者の差

図2に移動系，操作系およびTGMD値の正解率の
平均値を示した．移動系，操作系およびTGMD値と
も正解率の平均値は70%を超え，初回の期待値とし
て適正であり，移動系と操作系の5%の差についても
誤差の範囲であると解釈した．

図3に移動系の種目別の正解率の平均値を，図4に
操作系の種目別の正解率の平均値を示した．移動系種
目別の正解率の平均値は「スキップ」が79%，「立ち
幅跳び」が78%，「スライド」が76%，「走る」が
73%，「ギャロップ」が68%，「片足跳び」が62%，の
順であった．「ギャロップ」は 保育園，幼稚園，小学
校で「運動あそび」の教材として取り扱われることが
少ない運動動作であることから，正解率が低いことは
予測通りであった．しかし，「運動あそび」の教材と
して取り扱われることが多い「片足跳び」の正解率が
低いことは予測外の結果であった．

操作系の種目別の正解率の平均値は「捕球」が
89%，「上手投げ」が84%，「ティーボールバッティング」
「下手投げ」が76%，「ワンバウンド片手打ち」が
75%，「キック」が71%，「ドリブル」が69%，の順であっ
た．「正解率70%以上」の種目が多く，特に「捕球」
の正解率が高かった．「捕球」は判定基準が3項目と
少なく，ボールを両手で取ることによりこれを満たす
ことができる．また，今回の評価対象児童の多くがこ
の運動動作を実施することができていたことも正解率
が高くなった要因の一つであると考えられる．すなわ
ち，非熟練評価者は「基本的な動きができている」は
適正に評価できるが，反面，「基本的な動きができて
いない」は適正に評価できない可能性が推察される．
図5に移動系種目の評価者別の正解率の平均値，図
6に操作系種目の評価者別の正解率の平均値を示し
た．移動系種目別の評価者別最高値は，「スキップ」
が92%（評価者E値），「立ち幅跳び」が84%（評価者
B,E値），「スライド」が84%（評価者E値），「走る」
が81%（評価者C値），「ギャロップ」が78%（評価者
E値），「片足跳び」が72%（評価者E値），であった．

また，操作系種目別の評価者別最高値は，値の高い
順に，「捕球」が100%（評価者E値），「上手投げ」が
91%（評価者D，E，F値），「ティーボールバッティ
ング」が88%（評価者B，値），「キック」が84%（評
価者E値），「下手投げ」が84%（評価者A,E,G値），「ド
リブル」が83%（評価者B,E,G値），「ワンバウンド片
手打ち」が81%（評価者C値），の順であった．評価
者Eの値が高いことが明らかである．評価者Eは，過

図２　移動系操作系TGMD値正解率

図３　移動系種目別平均正解率

図５　移動系評価者別平均正解率

図６　操作系評価者別平均正解率

図４　操作系種目別平均正解率

棒グラフは左から評価者A.B.C.D.E.F.G.H値
折れ線グラフは平均値

棒グラフは左から評価者A.B.C.D.E.F.G.H値
折れ線グラフは平均値
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去に一度，他の児童を対象としたTGMD-3評価の経
験がある．これにより回数を重ねることで正解率，す
なわち基本的な動きの評価能力の向上が期待されるこ
とが推察される．

移動系種目の評価者別最低値は，値の低い順に，「ス
キップ」が46%（評価者C値），「片足跳び」が50%（評
価者B値），「ギャロップ」が59%（評価者D，F値），「走
る」が66%（評価者A値），「スライド」が66%（評価

種目 判定基準 評価者A 評価者B 評価者C 評価者D 評価者E 評価者F 評価者G 評価者H 平均

走る

１　腕と足が反対にスウイングし、両肘は屈曲する 75% 63% 100% 63% 25% 63% 50% 75% 64%
２　短い間両足が地面から離れる 100% 88% 75% 100% 100% 100% 75% 75% 89%
３　つま先かかとから着地する 63% 88% 88% 63% 75% 63% 88% 88% 77%
４　後ろ脚が臀部に着くように９０℃程度屈曲する 25% 75% 63% 75% 75% 75% 75% 50% 64%

66% 78% 81% 75% 69% 75% 72% 72% 73%

ギャロップ

１　踏み切った時に腕が曲がり腰の位置まで振り上がる 63% 88% 75% 63% 88% 63% 75% 100% 77%
２　後ろの足を前足の近くに運んで前にステップする 88% 100% 88% 75% 100% 75% 100% 100% 91%
３　短い間両足が地面から離れる 25% 63% 50% 50% 25% 50% 25% 50% 42%
４　４回続けてリズミカルにギャロップする 75% 13% 75% 50% 100% 50% 75% 50% 61%

63% 66% 72% 59% 78% 59% 69% 75% 68%

片足跳び

１　空中足が振り子のように弾みをつけている 75% 38% 38% 50% 75% 50% 88% 63% 59%
２　空中足が跳躍している足の後方にある 100% 50% 63% 63% 88% 63% 88% 75% 73%
３　腕を曲げてスウィングし、弾みをつけている 50% 63% 50% 75% 63% 75% 63% 63% 63%
４　利き足で４回連続する 38% 50% 63% 63% 63% 63% 25% 50% 52%

66% 50% 53% 63% 72% 63% 66% 63% 62%

スキップ
１　蹴った足と同じ足で前に跳ぶ 88% 88% 38% 88% 100% 88% 100% 88% 84%
２　足と反対側の腕を曲げ弾みをつける 63% 38% 25% 63% 88% 63% 75% 88% 63%
３　４回続けてリズミカルにスキップする 100% 100% 75% 100% 88% 100% 75% 88% 91%

83% 75% 46% 83% 92% 83% 83% 88% 79%

立ち幅跳び

１　準備動作で両膝を曲げ、身体の後ろに腕を伸ばす 88% 100% 88% 75% 88% 75% 88% 88% 86%
２　両腕を、下から頭の上に勢いよく振り上げる 75% 88% 75% 75% 63% 75% 75% 63% 73%
３　両足で踏み切り両足で着地する 88% 100% 88% 88% 100% 88% 75% 75% 88%
４　着地時腕を振り下ろす 50% 50% 63% 75% 88% 75% 63% 63% 66%

75% 84% 78% 78% 84% 78% 75% 72% 78%

スライド

1　体をターンさせライン上に横向きになる 38% 25% 88% 75% 100% 75% 88% 75% 70%
２　進行方向の足に次の足を揃えながらに跳ぶ 100% 100% 75% 100% 100% 100% 88% 100% 95%
３　右に4回以上続けてスライドする 63% 63% 63% 63% 63% 63% 63% 63% 63%
４　左に4回以上続けてスライドする 75% 75% 75% 75% 75% 75% 75% 75% 75%

69% 66% 75% 78% 84% 78% 78% 78% 76%
移動系合計 70% 70% 68% 72% 79% 72% 73% 74% 72%

ティーボール　
　バッティング

１　利き腕が上になるようにバッドを握る 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
２　ティーに対して足を平行に開いて立つ 100% 88% 38% 63% 63% 63% 63% 63% 67%
３　スウィング中、肩と腰が回転する 50% 88% 63% 75% 50% 75% 75% 75% 69%
４　利き足と反対の足をボールの方に踏み出す 63% 100% 75% 88% 75% 88% 100% 75% 83%
５　ボールを真っ直ぐ前に打つ 63% 63% 63% 50% 75% 50% 63% 50% 59%

75% 88% 68% 75% 73% 75% 80% 73% 76%

ワンバウンド　
　　　片手打ち

１　ボールがワンバウンドしている時にバックスウィングする 75% 88% 100% 88% 88% 88% 88% 100% 89%
２　利き足と反対の足をボールの方へ踏み出す 75% 75% 75% 63% 50% 63% 63% 38% 63%
３　壁に向かってボールを打つ 75% 63% 75% 75% 75% 75% 50% 63% 69%
４　ラケットを振り切る 75% 88% 75% 75% 88% 75% 63% 88% 78%

75% 78% 81% 75% 75% 75% 66% 72% 75%

ドリブル
１　腰の位置で片手でボールに触る 88% 88% 63% 50% 88% 50% 88% 75% 73%
２　指でボールを押す（叩かない） 50% 75% 50% 75% 75% 75% 75% 0% 59%
３　足を動かさないで4回続けてバウンドする 63% 88% 63% 63% 88% 63% 88% 75% 73%

67% 83% 58% 63% 83% 63% 83% 50% 69%

捕球
１　体の前で手を広げ、肘を曲げて準備する 100% 100% 63% 75% 100% 75% 100% 100% 89%
２　ボールに対し両腕を伸ばす 88% 63% 63% 88% 100% 88% 63% 100% 81%
３　体に触れず両手でキャッチする 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 75% 97%

96% 88% 75% 88% 100% 88% 88% 92% 89%

キック

１　ボールに素早く近づく 63% 63% 63% 50% 63% 50% 63% 50% 58%
２　歩幅を調整する 88% 100% 88% 50% 100% 50% 38% 25% 67%
３　軸足をボールの近くに置く 100% 50% 88% 100% 100% 100% 88% 100% 91%
４　つま先ではなく、甲でボールを蹴る 25% 50% 88% 63% 75% 63% 75% 100% 67%

69% 66% 81% 66% 84% 66% 66% 69% 71%

上手投げ

１　投げる前にワインドアップする 100% 88% 63% 75% 88% 75% 50% 88% 78%
２　壁に向くまで、肩と腰を回転させる 88% 75% 75% 100% 75% 100% 88% 88% 86%
３　投げた手と反対の足を、壁に向かって踏み出す 75% 63% 75% 88% 100% 88% 88% 88% 83%
４　利き腕と反対側に体を捻る 75% 75% 75% 100% 100% 100% 88% 88% 88%

84% 75% 72% 91% 91% 91% 78% 88% 84%

下手投げ

１　体の後ろから利き腕を振り下ろす 100% 50% 88% 100% 100% 100% 100% 75% 89%
２　投げる手と反対の足で前に踏み込む 88% 88% 50% 75% 88% 75% 88% 63% 77%
３　投げたボールがバウンドしないで壁に当る 75% 75% 75% 75% 88% 75% 75% 75% 77%
４　胸の位置まで腕をフォローする 75% 63% 38% 63% 63% 63% 75% 63% 63%

84% 69% 63% 78% 84% 78% 84% 69% 76%
操作系合計 78% 78% 71% 76% 83% 76% 77% 73% 77%
TGMG 77% 77% 70% 75% 83% 75% 76% 72% 76%
注）TGMD-3の評価基準の邦訳は、研究チームで検討中である。本表では、その簡略版を用いた。

表２．評価者別正解率
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者B値），「立ち幅跳び」が72%（評価者H値），の順
であった．また，操作系種目の評価者別最低値は，同
じく値が低い順位に，「ドリブル」が50%（評価者H値），
「下手投げ」が63%（評価者C値），「ワンバウンド片
手打ち」が66%（評価者G値），「キック」が66%（評
価者B,D,F,G値），「ティーボールバッティング」が
68%（評価者C値），「捕球」が75%（評価者C値），「上
手投げ」が72%（評価者C,値），の順であった．前出
の「最高値」とは異なり，特定の評価者に「最低値」
が集中することはなかった． 
移動系種目の評価者間の差は，値差の小さい順に，

「立ち幅跳び」が12%，「走る」が15%，「スライド」
が18%，「ギャロップ」が19%，「片足跳び」が22%，「ス
キップ」が46%，の順であった，また，操作系種目の
評価者間の差は，「ワンバウンド片手打ち」は15%，
「キック」は18%，「上手投げ」は19%,「ティーボー
ルバッティング」は20%「下手投げ」は21%，「捕球」
は25%，「ドリブル」は33%，であった．
表2に評価者の種目別，判定基準別の正解率を示し

た．判定基準別では，「捕球」の「体に触れず両手で
キャッチする」の97%，「スライド」の「進行方向の
足に次の足を揃えながら跳ぶ」の95%，「スキップ」
の「4回続けてリズミカルにスキップする」の91%，「捕
球」の「体の前で手を広げ，肘を曲げて準備する」の
89%，「立ち幅跳び」の「両足で踏み切り両足で着地
する」の88%，の値が高く，特に「ティーボールバッ
ティング」の「利き手が上になるようにバッドを握る」
は100%であった．
これらは単純な動作であり，単純な動作であれば非

熟練者の評価者であっても適正な評価ができると推察
される．ただし，同じく単純動作と思われた，「ギャロッ
プ」の「両足が地面から離れる」や，「片足跳び」の「利
き足で4回連続する」では値が低く，これについては，
評価方法の説明を見直すことが必要となる．
この他，「ドリブル」の「指でボールを押す」，「キッ

ク」の「ボールに素早く近づく」についての値が低く,
「走る」の「腕と足が反対にスウィングし両肘を屈曲
する」，「スライド」の「体をターンさせライン上に横
向きになる」の値にばらつきがあった．また，「上手
投げ」の判定基準には差は見られなかった． 

Ⅳ まとめ

本研究では幼児期の基本的な動きについて，適切に
評価できる人材の育成方法を見出すことを目指し，そ
の前段として評価方法の説明に対する理解の差を明ら
かにした．すなわち，非熟練評価者が理解できていな
い評価方法の説明を明らかにし，今後，その修正方法
を考察していく．なお，非熟練者の評価者でも比較的
容易に児童の基本的な動きの質的評価ができる
TGMD-3を使用し，主題の検証を行った．
結果，8名の非熟練評価者全体の正解率は移動系，

操作系，TGMD値ともに，70%を超え一定の成果を

得られたが，非熟練評価者間の値にはばらつきが見ら
れた．また，判断基準がさほど難しいものではないと
思われた，ギャロップ「短い間両足が地面から離れる」
と片足跳び「利き足で4回連続する」値は低いもので
あった． 
さらに，非熟練評価者からは，ギャロップ「踏み切っ
た時に腕が曲がり腰の位置まで振りあがる」，ティー
ボールバッティング・ワンバウンド片手打ち「利き足
と反対の足をボールの方へ踏み出す」，キック「つま
先ではなく甲でボールを蹴る」について，評価が難し
いという意見があった．また，対象のTGMD値が低
いほど正解率が低い傾向が見られるなど，基本的な運
動評価の説明に対する多くの課題を得ることができ
た．
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